
 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親から子へのメッセージ」と「日本の伝統文化講座②」が、そ

れぞれ１２月２日（月）と９日（月）に行われました。それぞれの

講座では、「夢について・挑戦（継続）する・ポジティブに考える」

また、「年末年始の行事・意義」をテーマに講演しました。特に、大

矢様のお話は、ご自身が３足のわらじを履きながら（子育ても入れ

ると４足）、まだまだ、やりたいことがあるという内容でした。生徒

たちは、そのパワフルな姿勢・考え方から感銘を受けたようです。 

 

                                 令和７年１月８日 

                               学校法人 美濃加茂学園 

                                   美濃加茂中学校 

                                   学校通信 １月号 

青 雲 青 雲 

講師 大矢様（左） 前田先生（右） 

 アポロ 13 号 

 あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

さて、日本社会において年度末(１月～3 月)は、「まとめの時期」と言われます。「まとめる」と

は、ばらばらになっていたものを一つに集めるということです。一つにまとめると言っても、た

だ入れ物を準備して、そこに一緒に入れるという意味もあれば、ばらばらだったものを組み合わ

せて新しい何かを作るという意味もあります。 

 

アメリカ合衆国には、かつて「アポロ計画」という宇宙計画がありました。人類が実際に月へ

行って、月を調査するという計画です。1969 年、人類初の月面着陸の瞬間を白黒テレビで見た

ことは今でも忘れられません。 

ところが、1 年後に打ち上げられた 13 号で事故が起きます。宇宙船で爆発事故が起き、酸素タ

ンク・燃料電池・水が不足します。3 人の乗組員は月着陸船に避難しますが、新たな問題が浮上。

もともと 2 人乗りの月着陸船であったため、二酸化炭素が月着陸船の中にたまり、機械で吸収し

きれなくなってしまいます。幸い二酸化炭素を吸収するカートリッジが宇宙船にあったのですが、

月着陸船の空気清浄機にどうしても装着できません。 

そこで、地球の管制センターでは、アポロ 13 号に詰め込んだ様々なものと同じものが用意さ

れます。ガラクタのようなものもあります。それらをテーブルの上にぶちまけ、組み合わせて、

何とか空気清浄機への装着を検討します。そして遂に、月着陸船の空気清浄機と宇宙船のカート

リッジを装着することに成功し、乗組員は全員無事、地球に帰還することができたのです。 

この一件は「成功した失敗」、「栄光ある失敗」などと称えられました。 

 

このケースでは、何かと何かを組み合わせることで、新しい何かを生み出したというわけです。

「まとめる」ということには、このように新しいものを生み出す側面があるのです。 

そう考えると、年度末というのは実に希望にあふれた時期と言えるのではないでしょうか。昨

年に培った経験や学習を組み合わせることによって新しいものを生み出せるのです。 

一年間の「まとめ」をするという時には、経験・学習したことを組み合わせて、新しいものを

生み出そうという意識をもって、チャレンジしてみてはどうでしょうか。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月の行事  

 

 

 

 

 

 

 

 前回に続き、学力推移調査のアンケート結果から各学年の様子をお伝えします。今回は特に、学習面

ではなく生活面に着目しています。（ ）内は全国平均です。 

１年生 Q１：家でどのような話をする？ 

「進路のこと・学習のこと・友達のこと」が 62.5％（46.3％）。 

⇒ 進路・学習・友人等学校生活について保護者に相談できる生徒が多い。 

Q２：中学生活の相談相手は？ 

「友だち（学校内）」が 12.5％（32.3％）、「友だち（学校外）」が 21.9％（13.6％）。 

⇒ 全国より学校内の友人に相談する割合が小さい。特に勉強面では相談しづらい傾向あり。 

２年生 Q１：意見が友達と対立した時は？ 

「納得するまで直接話し合う」が 39.5％（36.6％）、「SNSやメールなどで意見を伝える」が 0％（4.6％） 

⇒ 友人とは「SNS」などではなく、直接話し合うことができる生徒が多い。 

Q２：中学生活の相談相手は？ 

「友だち（学校内）」が 30.2％（37.6％）、「保護者」が 37.2％（35.0％）。 

※前回（４月）のアンケート結果は「友だち（学校内）」が 27.9％、「保護者」が 25.6％。 

        ⇒ 前回よりも学内の友人を頼れるようになり、保護者にも相談できる環境が整っている。 

３年生 Q１：今１番不安なことは？ 

「学校生活」が 0％（4.6％）、「勉強」が 36.1％（43.8％）、「特に不安はない」が 52.8％（27.8％）。 

⇒ 全国平均のように、学校生活や友人関係で悩む生徒は少ない傾向。 

Q２：人前で発表する力が身についた？ 

「苦手で発表していない」が 19.4％（25.3％）、「しっかり話せるようになった」が 61.1％（38.8％）。 

⇒ 学習面だけでなく、「人前で話せるようになった」と成長・実感をもてている。 

 ８日(水)  集会（1限） 

１０日(金)   マンスリーテスト③ 

１２日(日)   みのかもハーフマラソン大会 

１３日(月)   成人の日 

１４日(火)  スキー研修（中２）(1/14～1/16) 

１７日(金)  家庭学習日（中２） 

１８日(土)  中学校入試（小学生）、 

大学共通テスト(～19日) 

１２月１３日からの５日間、三者懇談会が行われました。担任の先生から日頃の様子（頑張りや改

善点）などが伝えられたと思います。生徒たちは、アドバイスを真摯に受け止め、実践していきまし

ょう。また、保護者の方々におかれましては、大変お忙しい中ご来校いただき、誠にありがとうござ

いました。学校でのお子さまの様子が少しでもお伝えできていれば幸いです。引き続き、本校へのご

理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 

１９日(日)   英検（AM） 

２１日(火)  修業面接（中３）(1/21,22,24) 

２３日(木)   芸術鑑賞会 

２５日(土)  進研模試（全学年） 

２７日(月)  後期期末試験時間割発表（中３） 

      進路ガイダンス③ 

２８日(火)  英語インテンシブ講座（中１） 

３１日(金） カジュアルデー 


